
水辺でメタリックグリーンに輝くトンボ。体長が

5～6cmで、身体は金属光沢のある緑色。成熟した

雄の腹部は白く粉っぽくなっている。翅の色は、無

色透明や褐色、橙色と変化がある。また、前後の翅

が同じ形をしているので、閉じていると一枚に見え

る。

丘陵や山地の樹林に囲まれた渓流などに棲み、成

虫は4～8月に見られ、水辺を飛び回り、小型昆虫

を食べる。雄は、川面の石や植物に止まって縄張り

を見張っていることがある。産卵は、水生植物や流

木に行い、卵の期間は2～3週間で、ヤゴとなって1

～2年過ごす。ヤゴは、川の中で主に小型の水棲昆

虫を食べて生活している。高尾の森から流れる清ら

かな水も、この緑に輝く命を育んでいる。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

コウヤマキは１属１種の常緑針葉樹高木で、高さ
３０ｍ以上、直径１ｍに達するものがあります。ただ、
高尾山にはあまり植林はされてはいません。
高野山に多く生息していることが語源で、高野山で

は霊木とされています。木曽の五木（ヒノキ・アスナ
ロ・コウヤマキ・ネズコ・サワラ）でもあります。

木材としては、辺材は白色、心材は淡黄褐色で色
味がかなり違うため、辺材と心材の区別は明瞭ではっ
きりしています。木理は通直で、特有の臭気があり、
硬さが中庸で切削などの加工は容易、水湿にたいして
は強いといわれています。
主な用途としては風呂桶が有名。この特性を活かし

手桶、漬物桶、味噌桶、御櫃などにも使用されます。
古墳時代に埋葬された巨大な木棺は、コウヤマキの巨
木の丸太をくり抜いて作ったものが多かったようです。
ちなみに、高野槙は秋篠宮家の悠仁親王のお印で

「大きく、まっすぐに育ってほしい」との思いが込め
られているそうです。（皿） 写真：中部森林管理局HPより
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３月７日（火）、東村山市立北山小学校５年生63

名の森林教室を、高尾山日影沢キャンプ場と周辺の国

有林で実施しました。

午前中は森林観察です。人工林と天然林の違い、針

葉樹と広葉樹の生長の仕方の違いなどについて学習し

たり、水が滴り落ちる林内で、緑のダムとしての森林

の機能について説明を受けている際には、タゴガエル

の「グワッ、グワッ」っという縄張りを主張する声を

聞くことができ、鳴き声を返すなど児童達も大喜び。

春の訪れを感じることが出来た森林観察となりました。

午後は、森林学習と丸太切りを２グループに分かれ

て交互に実施しました。森林学習は、管理棟の中で森

林の役割や林業についてのお話し。丸太切りは、キャ

ンプ場の広場でスタッフの指導を受けながら、最初は

うまく切れない子もいましたが、だんたん上手に切れ

るようになり、輪切りの匂いを嗅いだりして皆楽しく

丸太切りを体験していました。

まだ若葉もそんなには出ていませんでしたが、随所

に春の訪れを感じられる森林教室となりました。

（瀬）

3月9日（木）、板橋区立高島第六小学校の児童７
７名と日影沢キャンプ場で森林教室を行いました。
午前は森林散策、午後は森林学習と丸太切りを交互

に行いました。森林散策はひと班１３人ほどになって
しまい、細い道ではなかなか説明がしにくい状況でし
たが、とても楽しんでもらえた様です。まだ花や葉も
出る前のため観察するものが少なく、去年から残った
アオキの実やジャノヒゲの実でたくさん遊んだり、木
漏れ日を眺めて森の美しさを感じる時間を取りました。
植物はまだですが生き物が活発に動き出していました。
タゴガエルがよく鳴き、サワガニが出始めました。生
き物とのふれあいにとても喜んでいました。
さらに、高尾山の国有林はスギ、ヒノキの林が多く

散策の途中に風で落とされたスギの枝を振ると花粉が
大量にでてきました。花粉症の児童は悲鳴をあげて逃
げていましたが、花粉が実際に散布される様子は初め
て見たと距離を取りながらも眺めていました。
今日は帰り時間がいつもより早い時間に設定されて

いるので、丸太切りは大急ぎで切りました。輪ぎった
丸太を手袋を外して触れて、まだ乾いていない生の木
材に驚いていました。また、つい最近まで山で生きて
いた事や自分たちのためにフォレストサポートの方々
が伐ってきてくれたことにも驚いていました。丸太切
りだけでもたくさんの気づきや驚きがあり自分の手で
切った輪切りをお土産にして大喜びでした。当日はと
ても天気に恵まれ、春の陽気の中実施できました。
（岩）
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編集後記
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センターから見える
ヤマザクラが満開で
山々を鮮やかに彩って
います。日に日に新緑
の緑が広がっていきま
す。高尾に春がやって
きました。令和５年度
のスタートです。 ヤマザクラ
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